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園長 新田 裕人
日頃 よ り保 護 者 の 皆 様 を は じめ 地 域 や 関係 機 関 の 皆 様 に は、 当 園 の運 営

に関 して ご理 解 と ご協 力 を い た だ き 、厚 く御 礼 申 し上 げ ま す 。

新 型 コ ロナ ウィ ル ス感 染 症 予 防 の た め 、 4 月 に予 定 され て い た お花 見 会

の 中止 や 、利 用 者 の 皆 様 との面 会 や 外 出 の休 止 が 続 くな ど、保 護 者 の 皆 様

を は じめ 関係 機 関 の 皆 様 に は大 変 ご心 配 を お掛 け して お りま す 。一 刻 も 早

く普 段 通 りの 生 活 が 園 にも 戻 って くる こ とを祈 りつ つ 、 引 き続 き 、 園 を あ

げ て感 染 予 防 に取 り組 ん で ま い りま す 。

今 年 度 は 、第 五 期 指 定 管 理 期 間の 最 終 年 度 とな りま す 。現 在 、 園 で は利 用 者 の 方 々 の 高 齢 化 ・

障害 の 重 度 化 の進 行 が 進 ん で い ま す が 、利 用 者 本 位 の サ ー ビスの 徹 底 と一 人 ひ と りに寄 り添 った

支 援 の 実 現 の た め に、皆 様 の ご理 解 と ご協 力 を い た だ き な が ら、 日々 の支 援 の 内容 の 充 実 に努 め

て い き ま す 。 ま た 、職 員 の人 材 育 成 の 強 化 や リス クマ ネ ジメ ン トの徹 底 も あ わ せ て 進 め て い き ま

す の で 、 どう ぞ よ ろ しくお願 い い た しま す 。
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副 園長 (第 一 支 援 部 門 ) 吉満 貴 史 副 園長 (第 二 支 援 部 門 ) 斉 藤 啓

昨 年 度 に 引 き 続 き 、 副 園 長 ( 支 援 4 月 1 日付 の 人 事 異 動 で副 園長 (支健 康 管 理 室 医長 石 山 直 欣

現 在 、 コ ロナ の た め歯 科 外

来 は急 患 対 応 を して い ま す 。

万 全 の 感 染 症 対 策 を 施 し

徐 々 に 診 療 を 再 開 した い と

考 え て い ま す 。

ご 理 解 ご 協 力 の ほ ど よ ろ

しくお願 い い た しま す 。

第 一 部 門 ) を 務 め さ せ て い た だ き ま

す 。

日 頃 よ り、 保 護 者 ・後 見 人 の 皆 様

を 始 め と して 、 地 元 の 学 校 や 関 係 機

関 、 地 域 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、

様 々 な 面 で ご 協 力 を い た だ き 、 感 謝

申 し上 げ ま す 。

昨 年 度 末 か らの 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル

ス 感 染 予 防 の た め 、 様 々 な 制 約 が 生

じて お り ま す が 、 利 用 者 の 皆 様 の 頑

張 り に 刺 激 を 受 け な が ら、 我 々 職 員

も 、 あ ら た め て 日 々 の 支 援 を 見 つ め

な お す 機 会 と 前 向 き に 捉 え 、 更 な る

サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め て ま い りま す

の で 、 今 後 と も 変 わ ら ぬ ご 支 援 の ほ

援 第 二 部 門 ) に 着 任 い た し ま し た 。

今 ま で は 主 税 局 で の 経 験 が 長 く、 障

害 者 施 設 の 運 営 は初 め て に な りま す 。

GLや 寮 職 員 と協 力 しあ って 、 利 用 者

の 皆 様 が 楽 し く 生 活 を 送 れ る よ う に

した い と考 え て お りま す 。

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 対 策 に お い て

は 先 が 見 え な い 状 況 の な か 、 職 員 の

皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 に 感 謝 い た し

ま す 。 今 後 も 引 き 続 き 、 感 染 予 防 対

策 の 徹 底 を よ ろ し く お 願 い い た しま

す 。

今 後 と も 皆 様 の ご 支 援 、 ご 協 力 を

よ ろ しくお願 い します 。

ど よ ろ しく お願 い 申 し上 げ ま す 。
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汚寸 % 新規採用 ・転入職員のご紹介 舟 % 官
令 和 2 年 4 月 1 日よ り新 規 採 用

とな りま した、栖原郁奈 (な らはら

ふみな) と申 します。

緑 豊 か で 自然 あ ふ れ る東 京 都 千

葉 福 祉 園 に来 られ た こ とを大 変 嬉

しく思 って います。

配属 とな った 「ひまわ り寮」で は、

子 ども達 が 元 気 い っぱい で、私 も

負 けな い よ う に頑 張 ろ う と思 って

います。

私 も 千 葉 福 祉 園 の 職 員 と して、

利 用 者 本 位 の サ ー ビス を 徹 底 し、

利 用 者 の皆様 が安 心 して過 ごせ る

よ うな環 境 作 りを心 掛 けて、支 援

に取 り組 んで参 ります。

至 らな い点 が 多 々 あ る か と思 い

ます が、 よ ろ しく お願 い い た しま

す。

栖原 郁奈

斉藤 啓
( (副園長 (支援第二部門) )

菅野 愛
(健康管理室)

(ふ じみ) •岡本悠花 (もえぎ) •栖原郁奈 (ひまわ り) ・

(あやめ) •関根 萌 (あ じさい) •今井 昭大 (つ く し) ・

(左か ら) 前 田航志

加藤恵里

古屋智帆 (事業推進) ・山田真徳 (事業推進) ・梅原啓輔 (管理) ・

高橋真歩 (管理)
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向暑 の候 、皆 様 におかれましては、ます

ますご清祥 のこととお喜 び申し上 げます。

さて、当 園で は、記 事 にもあ りますとお

り、新 型 コロナ ウィル ス感 染 症 予 防 とし

て様 々な対策 を講 じて います。

新 た な生 活 様 式 に加 え、フェイスシー

ル ドの 活 用 、 オ ゾ ン殺 菌 、 こまめ な 手 指

消 毒 や換 気 といった ウィル スを 「持 ち込

まな い ・持 ち 出 さな い ・うっ さな い ・うっ

らな い」た め の 対 策 を徹 底 して行 って い

ます。

先 の見 えな い不 安 はもうしばらく続 き

そ うで は あ ります が 、一 日で も早 くも と

の生活 を取 り戻 せ るよう感染 予 防対策 を

継 続 しな が ら、皆 様 と笑 顔 でお会 いで き

る日が くることを楽 しみ にしてお ります。

今 年 度 も、どうぞ当 園の運 営へ の ご協

力 の ほど、よろしくお願 いいた します。

活動 支援GL 嶋貫 琢 郎

当 園 で は早 い 段 階 か ら準 備 を 進 め 、 「ウ ィ ル ス を持 ち 込 ま な い 、 拡 げ

新型コロナウィルス感染症予防対策

万全の準備が不安を減 らす

な い対 策 」 を講 じて き ま した 。手 指 消 毒 の 徹 底 を は じめ 、職 員 手 作 りの

マ ス クや フ ェイ ス シー ル ドの 装 着 、靴 底 の 消 毒 、万 が 一 感 染 者 が 出 た場

合 の 必 要 物 資 や居 室 の 確 保 な ど 、様 々 な リス ク を想 定 して 各 部 門 が 準 備

に当 た り、利 用 者 の 安 全 に繋 げて い ま す 。 これ ら物 資 を使 わ ず に済 む こ

と が 一 番 で す が 、油 断 は禁 物 、 新 しい生 活 様 式 を模 索 しな が ら、 引 き続

き予 防 に努 め て ま い りま す 。 支 援 第 一 部 門 第 一 部 門 長 冨 高 典 之
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